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Enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA) 法を用いて血清の AECAを測定した。96穴プ
レートの底面をヒト臍静脈内皮細胞で被覆し、1000倍希釈したサンプル血清を添加した。1 ％
ウシ血清アルブミン (BSA) で洗浄した後、horseradish peroxidase (HRP) 標識ウサギ抗ヒト
抗体を添加した。洗浄の後、基質として 3,3’,5,5’-テトラメチルベンジジンを添加した。1 M
硫酸で酵素反応を停止させた後、ELISA リーダーを用いて光学濃度を測定した。測定値は
ELISA ratio (ER) ＝（サンプル − 陰性コントロール）/（陽性コントロール − 陰性コントロー





COPD患者の AECA値 [中央値 (四分位範囲) ] は対照群に比較して有意に高値を示した 
[0.556 (0.490 - 0.696) vs 0.358 (0.274 - 0.420) , p < 0.0001] 。対照群のうち COPD患者と同等の
喫煙歴を有し、かつ肺機能が正常な患者と比較しても、COPD 患者は有意に高い AECA 値
を示した (p < 0.0001) 。対照群において喫煙者と非喫煙者では AECA値に差を認めなかっ
た [0.370 (0.290 - 0.427) vs 0.325 (0.258 - 0.401) , p = 0.58] 。 









COPD 患者における AECA 値は、COPD を発症していない喫煙者と比較しても有意に高
く、AECAの発現が喫煙によるものではなく、COPDの発症や病態に関与している可能性が












目されている。抗血管内皮抗体 (antiendothelial cell antibody: AECA) は膠原病や血管炎症候
群で認められる自己抗体で、血管障害を引き起こし臓器障害と関連する。申請者らは、COPD
患者 116名と背景が一致する対照群 157名の血清 AECAを ELISA法を用いて測定した。測
定値は ELISA ratio (ER) ＝（サンプル − 陰性コントロール）/（陽性コントロール：SLE患
者血清− 陰性コントロール）で表し、Rosenbaum らの報告に準じ、対照群の平均値に標準
偏差の 3倍を加えた値を ER陽性のカットオフ値とした。 
COPD患者の AECA値は対照群より有意に高値であり(p < 0.0001)、COPD患者と同等の
喫煙歴を有する対照群 82名との比較においても同様であった。一方、対照群の喫煙者と非
 37
喫煙者間には差を認めなかった（p = 0.58）。AECA値と年齢、body mass index、喫煙量、AECA
以外の自己抗体価、肺機能、肺気腫スコア、気流閉塞の重症度との間には相関を認めず、
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